
特
集
・
横
浜
の
公
共
交
通
⑥

横
浜
の
民
営
バ
ス

寺
坂
伊
佐
夫

東
京
急
行
バ
ス
部
門
に
お
け
る
新
し
い
試
み
を
中
心
に

一
―
は
じ
め
に

ニ
―
バ
ス
路
線
の
設
定
と
運
営

三
―
バ
ス
事
業
の
採
算
性
と
公
共
性

四
―
経
営
の
現
状
分
析

五
卜
市
民
の
要
望

六
―
バ
ス
事
業
へ
の
新
し
い
取
組
み

七
―
運
賃
制
度
へ
の
提
言

八
―
こ
れ
か
ら
の
バ
ス
需
要

九
―
港
北
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
の
輸
送
対
策

一
〇
―
今
後
の
課
題

一
一
―
お
わ
り
に

一
―
は
じ
め
に

　
横
浜
市
内
に
は
、
横
浜
市
交
通
局
と
東
京
急
行
、
小

田
急
バ
ス
、
川
崎
鶴
見
臨
港
バ
ス
、
京
浜
急
行
、
神
奈

川
中
央
交
通
、
相
模
鉄
道
、
江
ノ
島
電
鉄
の
民
営
七
社

が
運
行
し
て
い
る
。
公
営
交
通
機
関
を
主
軸
と
し
な
が

ら
、
こ
れ
ら
民
営
バ
ス
の
重
要
性
は
、
横
浜
市
内
で
の

住
民
の
足
と
し
て
、
特
筆
さ
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

し
か
し
、
民
営
バ
ス
の
中
で
も
各
社
が
異
な
っ
た
交

通
状
況
、
営
業
エ
リ
ア
の
中
で
、
地
域
に
密
着
し
た
運

行
を
し
て
い
る
の
で
、
そ
の
内
容
を
総
論
と
し
て
、
ま
と

め
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。
ま
た
、
バ
ス
事
業
に
お
い

て
専
業
と
鉄
道
兼
業
の
事
業
者
が
あ
り
、
事
業
に
対
す

る
考
え
方
も
微
妙
な
違
い
が
あ
る
の
も
現
実
で
あ
る
。

　
し
た
が
っ
て
、
今
回
は
民
営
バ
ス
の
中
で
も
、
特
に

東
京
急
行
電
鉄
株
式
会
社
の
バ
ス
事
業
を
中
心
に
し
た

も
の
と
な
る
こ
と
を
了
承
願
い
た
い
。

①
―
東
京
急
行
バ
ス
事
業
の
概
要

　
当
社
で
は
、
乗
合
自
動
車
業
（
路
線
バ
ス
）
と
貸
切

自
動
車
業
（
観
光
バ
ス
）
を
総
称
し
て
、
自
動
車
業
と

呼
ん
で
い
る
。

　
路
線
バ
ス
に
つ
い
て
は
、
昭
和
六
十
年
度
の
営
業
収

益
が
、
二
二
四
億
七
、
六
〇
〇
万
円
（
全
事
業
収
入
の

一
〇
・
三
％
）
、
観
光
バ
ス
に
つ
い
て
は
、
一
八
億
二
、

三
〇
〇
万
円
（
同
〇
・
八
角
）
と
な
っ
て
い
る
。
路
線

バ
ス
の
営
業
キ
ロ
数
は
、
五
〇
三
・
九
㎞
（
昭
和
六
十

一
年
三
月
三
十
一
日
現
在
）
と
な
っ
て
お
り
、
過
去
七

年
間
の
地
区
別
乗
車
人
員
の
平
均
を
み
て
み
る
と
、
東

京
六
七
・
九
％
、
川
崎
一
二
・
四
％
、
横
浜
一
九
・
七

％
と
な
っ
て
い
る
（
表
―
１
）
。

　
し
た
が
っ
て
、
全
体
的
に
み
る
と
現
在
は
東
京
地
区

が
、
当
社
に
お
け
る
バ
ス
事
業
の
基
盤
と
な
っ
て
い
る

が
、
都
内
の
利
用
人
員
の
減
少
が
最
近
特
に
著
し
く
、

一
方
、
神
奈
川
地
区
の
人
員
は
増
加
し
て
お
り
、
除
々

に
で
は
あ
る
が
神
奈
川
へ
と
シ
フ
ト
し
て
い
る
。

②
―
横
浜
に
お
け
る
東
京
急
行
バ
ス
の
状
況

　
バ
ス
事
業
は
、
鉄
道
を
補
完
す
る
フ
ィ
ー
ダ
ー
輸
送

の
立
場
か
ら
、
横
浜
市
内
に
お
い
て
は
、
東
横
線
、
田

園
都
市
線
を
主
体
と
す
る
港
北
区
、
緑
区
に
バ
ス
路
線

が
設
定
さ
れ
て
い
る
。
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特
に
東
横
線
に
お
い
て
は
、
日
吉
・
綱
島
駅
、
田
園

都
市
線
に
お
い
て
は
、
青
葉
台
・
た
ま
プ
ラ
ー
ザ
・
あ

ざ
み
野
・
江
田
・
市
が
尾
・
藤
が
丘
駅
等
を
バ
ス
タ
ー

ミ
ナ
ル
と
し
、
運
行
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
田
園
都
市
線
に
お
け
る
バ
ス
路
線
は
、
横
浜

地
区
に
お
い
て
比
重
が
高
く
、
今
後
の
人
口
増
に
伴
ラ

パ
ス
輸
送
対
策
が
問
題
と
な
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

ニ
―
バ
ス
路
線
の
設
定
と
運
営

　
バ
ス
路
線
は
、
需
要
と
供
給
の
バ
ラ
ン
ス
が
と
れ
る

時
期
、
場
所
に
設
定
さ
れ
る
の
が
理
想
で
あ
る
が
、
バ

ス
運
行
が
公
共
性
の
高
い
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
い

ろ
い
ろ
の
諸
条
件
に
基
づ
い
て
設
定
が
な
さ
れ
る
。

　
あ
る
公
共
事
業
体
の
バ
ス
事
業
に
対
す
る
基
本
方
針

と
し
て
、
①
先
行
、
②
代
行
、
③
短
絡
と
い
う
こ
と
が

謳
わ
れ
て
い
る
が
、
民
営
バ
ス
事
業
者
に
と
っ
て
も
、

的
を
え
た
考
え
方
で
あ
る
と
思
う
。

　
こ
の
意
味
は
、
予
定
さ
れ
た
鉄
道
ま
た
は
地
下
鉄
敷

設
路
線
に
「
先
行
」
し
て
バ
ス
を
走
ら
せ
る
。
「
代
行
」

と
し
て
走
ら
せ
る
。
駅
間
を
「
最
短
コ
ー
ス
で
結
ぶ
」

等
で
あ
り
、
い
ず
れ
も
鉄
道
の
補
完
的
立
場
に
あ
る
の

が
バ
ス
輸
送
の
特
徴
と
な
っ
て
い
る
。
特
に
横
浜
地
区

に
お
け
る
バ
ス
路
線
は
、
鉄
道
の
駅
が
基
本
と
な
っ
て

設
定
さ
れ
て
い
る
。

　
路
線
の
設
定
は
、
そ
の
地
区
の
人
口
の
定
着
状
況
、

企
業
数
、
学
校
の
開
始
状
況
等
を
勘
案
し
な
が
ら
、
バ

ス
利
用
人
員
を
予
測
し
、
そ
れ
を
基
に
決
定
す
る
の
が

原
則
で
あ
る
。
し
か
し
、
住
民
や
学
校
か
ら
の
要
望
で

設
定
す
る
こ
と
も
多
く
、
採
算
性
を
主
眼
と
し
て
考
慮

す
る
も
の
の
、
先
行
投
資
的
要
素
の
強
い
も
の
が
多
い
。

　
バ
ス
は
多
大
の
設
備
投
資
を
必
要
と
す
る
も
の
で
。

こ
れ
ら
の
設
定
を
誤
る
と
事
業
そ
の
も
の
に
与
え
る
影

響
は
、
き
わ
め
て
大
で
あ
る
。
特
に
団
地
等
の
輸
送
は
、

ラ
ッ
シ
ュ
時
間
帯
と
昼
間
の
極
端
な
利
用
人
員
格
差

や
、
片
輸
送
の
問
題
が
あ
り
、
設
定
状
況
の
主
眼
を
ど

こ
に
求
め
る
か
と
い
う
こ
と
は
重
要
な
問
題
で
あ
る
。

　
次
に
、
申
請
し
認
可
を
受
け
て
運
行
開
始
と
な
る

が
、
そ
の
際
に
は
監
督
官
庁
の
強
い
指
導
の
も
と
に
、

認
可
を
受
け
実
施
の
運
び
と
な
る
。
路
線
の
運
用
開
始

後
は
、
利
用
者
の
ニ
ー
ズ
や
移
動
の
実
態
を
調
査
に
よ

り
良
く
把
握
し
、
路
線
経
路
、
便
数
、
運
行
ダ
イ
ヤ
の

改
善
を
行
っ
て
い
る
。

　
昭
和
五
十
六
年
の
青
葉
台
営
業
所
、
昭
和
六
十
一
年

の
虹
が
丘
営
業
所
の
新
設
は
、
緑
区
に
お
け
る
人
口
増

に
伴
い
、
地
域
の
移
動
ニ
ー
ズ
に
即
し
た
輸
送
体
系
を

確
保
す
る
た
め
、
地
域
住
民
と
対
話
を
し
な
が
ら
実
施

し
た
も
の
で
あ
り
、
評
価
さ
れ
る
べ
き
点
と
自
賛
し
て

い
る
も
の
で
あ
る
。
営
業
所
新
設
が
な
さ
れ
る
と
、
さ
ら

に
地
域
住
民
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
も
向
上
し
、

一
層
の
充
実
し
た
バ
ス
路
線
と
し
て
育
っ
て
い
く
こ
と

に
な
る
と
考
え
て
い
る
。

表―1　地区別乗車人員推移
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た
だ
、
バ
ス
事
業
は
許
認
可
制
度
と
な
っ
て
い
る
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

め
、
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
た
柔
軟
な
対
応
が
困
難
な
面
も

あ
り
、
あ
る
時
点
ま
で
は
、
利
用
者
側
と
事
業
者
側
で

改
善
事
項
の
負
担
を
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
時
が
あ

る
。
ま
た
、
競
合
路
線
（
複
数
の
事
業
者
が
同
一
路
線

を
運
行
す
る
）
に
お
い
て
は
、
利
用
者
側
の
利
便
性
を

基
本
と
し
て
、
運
用
す
る
こ
と
を
主
眼
と
し
て
考
え
て

い
る
。

　
バ
ス
路
線
の
設
定
、
運
用
に
つ
い
て
は
、
常
に
新
し

い
情
報
を
収
集
し
て
、
何
時
で
も
対
応
で
き
る
事
業
体

質
で
あ
る
と
同
時
に
、
制
度
も
杓
子
定
規
で
な
く
、
あ

る
程
度
柔
軟
な
運
用
を
す
る
こ
と
に
よ
り
、
利
用
者
の

意
向
に
即
し
た
、
よ
り
充
実
し
た
バ
ス
路
線
を
確
立
で

き
る
こ
と
に
な
る
。

三
―
バ
ス
事
業
の
採
算
性
と
公
共
性

　
民
営
バ
ス
の
立
場
か
ら
す
れ
ば
、
路
線
設
定
に
際
し

て
、
採
算
性
が
大
前
提
で
あ
る
こ
と
は
既
に
述
べ
た
が
、

公
共
性
を
考
慮
す
る
こ
と
が
大
変
重
要
な
こ
と
で
あ
る

こ
と
も
事
実
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
場
合
に
、
企
業
に

よ
っ
て
採
算
性
が
異
な
る
た
め
、
採
算
点
で
の
統
一
し

た
線
引
き
を
す
る
こ
と
は
、
大
変
困
難
で
あ
る
と
言
わ

ね
ば
な
ら
な
い
。

　
昭
和
二
十
年
か
ら
四
十
年
代
は
、
バ
ス
の
黄
金
時
代

と
い
わ
れ
、
事
業
を
展
開
す
れ
ば
ナ
る
ほ
ど
利
益
に
結

び
つ
い
た
時
代
で
あ

っ
た
。
そ
れ
ゆ
え
当

時
は
、
公
共
性
と
採

算
性
と
の
矛
盾
が
表

面
に
現
わ
れ
る
こ
と

は
な
く
、
民
営
の
事

業
と
し
て
ス
ム
ー
ズ

に
受
け
入
れ
ら
れ
た

と
思
わ
れ
る
。

　
し
か
し
、
モ
ー
タ

リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
発

達
に
伴
い
、
マ
イ
カ

ー
が
激
増
し
た
こ
と

に
よ
り
、
バ
ス
の
運

行
速
度
は
低
下
し

（
図
―
１
）
、
ま
た
バ

ス
以
外
の
交
通
機
関

の
発
達
と
も
あ
い
ま

っ
て
、
利
用
者
は
年

々
減
少
を
続
け
、
バ

ス
事
業
の
収
支
は
悪

化
の
一
途
を
た
ど
っ

て
い
る
。
こ
の
よ
う

な
こ
と
か
ら
も
、
民

営
企
業
に
と
っ
て
公

共
性
を
ど
こ
ま
で
考

図―1　東急バス平均時速推移（東京都内・神奈川県内）
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慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
と
い
う
こ
と
は
、
大
変
判

断
に
苦
し
む
問
題
と
な
る
わ
け
で
あ
る
。

　
当
社
も
例
外
で
は
な
く
表
―
１
に
示
す
と
お
り
、
東

京
地
区
に
お
い
て
は
、
昭
和
五
十
四
年
度
の
乗
車
人
員

を
指
数
一
〇
〇
と
し
た
場
合
、
毎
年
二
か
ら
六
％
の
減

少
を
続
け
、
昭
和
六
十
年
度
に
は
七
九
と
な
っ
て
お

り
、
二
一
ポ
イ
ン
ト
も
減
少
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に

バ
ス
利
用
者
が
減
っ
て
い
る
現
実
の
中
で
、
採
算
性
を

あ
る
程
度
、
度
外
視
し
て
路
線
設
定
や
運
行
継
続
を
実

施
し
て
い
た
な
ら
ば
、
現
在
の
バ
ス
事
業
は
な
か
っ
た

で
あ
ろ
う
。

　
表
―
２
が
示
す
と
お
り
、
各
地
区
別
の
車
両
数
、
一

㎞
当
た
り
収
入
の
推
移
を
見
る
と
、
東
京
、
川
崎
地
区

に
お
い
て
、
走
行
㎞
、
車
両
を
減
ら
し
て
、
一
㎞
当
た

り
収
入
を
ほ
ぼ
一
定
に
保
っ
て
お
り
、
費

用
を
減
ら
す
こ
と
に
よ
っ
て
収
支
の
均
衡

を
保
つ
こ
と
に
汲
々
と
努
力
し
て
い
る
こ

と
が
理
解
し
て
い
た
だ
け
る
と
思
う
。

　
こ
の
こ
と
は
、
当
然
の
結
果
と
し
て
減

回
や
短
縮
、
廃
止
な
ど
利
用
者
の
立
場
か

ら
す
れ
ば
不
便
に
な
っ
た
と
い
う
こ
と
に

も
つ
な
が
る
わ
け
だ
が
、
逆
に
横
浜
地
区

を
見
る
と
、
年
々
車
両
台
数
が
増
加
し
て

い
る
。
ま
た
、
営
業
所
の
新
設
に
よ
っ
て

路
線
の
新
設
や
運
行
回
数
を
増
加
さ
せ
、

利
用
者
増
に
伴
う
対
応
を
実
施
し
て
い
る

の
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
民
営
バ
ス
に

お
け
る
公
共
性
の
論
点
は
、
公
共
性
に
対

す
る
事
業
者
側
の
負
担
限
界
が
何
辺
に
あ

る
の
か
、
ま
た
、
そ
の
負
担
が
他
の
路
線
維

持
に
ど
れ
だ
け
影
響
す
る
の
か
な
ど
が
、

大
き
な
目
安
に
な
り
、
そ
れ
が
利
用
者
に

ど
の
よ
う
な
形
で
跳
返
り
（
例
え
ば
、
運

賃
値
上
げ
、
減
回
、
廃
止
な
ど
）
、
そ
れ

を
利
用
者
が
ど
う
受
け
と
め
る
か
が
、
今

後
の
バ
ス
事
業
を
経
営
し
て
い
く
上
で
、

最
も
大
き
な
フ
ァ
ク
タ
ー
と
な
る
よ
う
で

あ
る
。

表―2　地区別、路線数・車両数・粁当収入推移

表―3　乗合事業年度別推移表
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四
―
経
営
の
現
状
分
析

　
表
―
３
は
当
社
バ
ス
事
業
の
過
去
七
年
間
の
推
移
で

あ
る
。
昭
和
五
十
九
年
度
に
若
干
の
黒
字
を
計
上
し
て
。

い
る
が
、
そ
れ
は
大
幅
な
路
線
の
再
編
成
を
し
た
結
果

で
あ
り
、
五
十
年
代
は
慢
性
的
な
赤
字
に
苦
悩
し
て
い

る
。

　
こ
の
主
た
る
要
因
と
し
て
は
、
①
道
路
混
雑
に
よ
る

走
行
環
境
の
悪
化
、
②
代
替
交
通
手
段
（
マ
イ
カ
ー
、

ミ
ニ
バ
イ
ク
）
等
の
普
及
。
③
労
働
集
約
事
業
お
よ
び

高
齢
化
に
よ
る
人
件
費
の
高
騰
、
な
ど
が
考
え
ら
れ
る

が
、
そ
れ
ら
の
要
因
を
打
破
す
べ
く
事
業
者
と
し
て
も
、

監
督
官
庁
等
の
指
導
を
仰
ぎ
な
が
ら
対
応
し
て
い
る
。

　
ま
ず
道
路
混
雑
に
対
し
て
は
、
バ
ス
専
用
レ
ー
ン
、

優
先
レ
ー
ン
、
一
般
車
両
の
時
間
進
入
規
制
等
、
県
警

の
指
導
に
よ
る
諸
施
策
で
効
果
の
上
っ
て
い
る
一
方
、

実
質
的
に
あ
ま
り
守
ら
れ
ず
効
果
の
低
い
場
所
も
多
少

あ
る
よ
う
で
あ
る
。

　
バ
ス
レ
ー
ン
が
違
法
駐
車
等
で
、
効
果
が
減
少
し
て

い
る
状
況
の
中
で
、
都
内
目
黒
通
り
に
お
い
て
、
新
し

い
試
み
が
実
施
さ
れ
、
か
な
り
良
い
結
果
が
出
て
い
る
。

こ
れ
は
従
来
二
車
線
で
あ
っ
た
も
の
を
、
車
線
幅
を
狭

く
し
て
三
車
線
に
す
る
こ
と
に
よ
り
、
確
実
な
バ
ス
レ

ー
ン
の
確
保
を
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
こ
れ
を
実
施
す
る
こ
と
に
よ
り
、
バ
ス
レ
ー
ン
時
間

帯
に
お
い
て
バ
ス
の
時
速
が
。
五
か
ら
九
㎞
（
停
車
客

扱
い
時
間
を
除
く
）
の
ス
ピ
ー
ド
ア
ッ
プ
と
な
っ
て
お

り
、
既
存
の
制
約
に
と
ら
わ
れ
ず
、
積
極
的
に
取
り
組

ん
で
い
た
だ
い
た
関
係
官
庁
に
対
し
て
、
厚
い
感
謝
を

す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　
次
に
、
マ
イ
カ
ー
の
増
加
は
も
ち
ろ
ん
、
特
に
ミ
ニ

バ
イ
ク
や
自
転
車
の
激
増
は
、
す
で
に
社
会
問
題
化
し

て
い
る
現
状
で
あ
る
。

　
バ
ス
の
利
用
者
が
雨
の
日
に
は
、
約
五
％
程
度
増
加

す
る
と
い
う
調
査
結
果
が
あ
る
が
、
バ
ス
に
変
わ
る
交

通
手
段
が
増
加
し
、
利
用
者
が
手
段
選
択
の
イ
ニ
シ
ア

テ
ィ
ブ
を
握
っ
て
い
る
以
上
、
バ
ス
離
れ
現
象
に
一
層

の
拍
車
が
か
か
る
の
は
自
明
の
理
で
あ
る
。
ま
た
、
二

輪
車
な
ど
の
違
法
な
駐
車
に
は
、
都
市
機
能
上
、
厳
と

し
た
態
度
で
望
ん
で
い
た
だ
き
た
い
も
の
で
あ
る
。

　
第
三
に
人
件
費
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
バ
ス
輸
送
は

鉄
道
輸
送
に
比
べ
て
、
た
い
へ
ん
非
効
率
な
輸
送
形
態

と
い
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
電
車
は
十
両
編
成
で
二
千
人

強
の
乗
客
を
輸
送
す
る
が
、
バ
ス
は
一
台
で
八
〇
人
前

後
と
、
鉄
道
の
二
五
分
の
一
の
能
力
し
か
持
っ
て
い
な

い
。

　
当
社
に
お
い
て
も
、
バ
ス
の
ワ
ン
マ
ン
化
は
一
〇
〇

％
実
施
さ
れ
て
お
り
。
現
在
の
都
市
交
通
の
中
で
の
バ

ス
無
人
化
は
大
変
困
難
で
あ
る
の
で
、
今
後
も
当
分
こ

の
条
件
は
変
わ
ら
な
い
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。

　
ま
た
、
バ
ス
乗
務
員
の
高
齢
化
に
伴
う
比
重
が
大
き

く
な
っ
て
い
る
。
当
社
で
も
平
均
年
齢
四
六
・
二
歳
と

高
く
、
営
業
収
入
の
実
に
七
〇
％
以
上
が
人
件
費
で
あ

り
、
バ
ス
事
業
は
残
り
三
〇
％
を
燃
料
費
、
減
価
償
却

費
、
そ
の
他
の
経
費
と
し
て
運
用
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
の
で
あ
る
。

　
し
た
が
っ
て
。
バ
ス
事
業
の
基
本
は
、
い
か
に
し
て

人
件
費
増
を
吸
収
す
る
か
が
大
き
な
問
題
で
あ
り
、
こ

の
問
題
の
解
決
が
収
支
を
左
右
す
る
と
い
っ
て
も
過
言

で
は
な
い
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
以
上
の
よ
う
に
、
バ
ス
事
業
の
現
状
は
厳
し
い
状
況

に
あ
る
わ
け
だ
が
。
問
題
解
決
が
事
業
サ
イ
ド
の
み
で

処
理
で
き
る
も
の
は
少
な
く
、
む
し
ろ
社
会
的
要
因
が

大
き
く
影
響
し
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。

　
今
後
バ
ス
が
生
き
残
る
た
め
に
も
、
こ
の
現
状
を
十

分
理
解
し
た
上
で
、
車
両
、
設
備
、
人
等
あ
ら
ゆ
る
サ

ー
ビ
ス
向
上
を
前
提
と
し
て
、
新
し
い
シ
ス
テ
ム
（
乗

車
券
、
ダ
イ
ヤ
、
事
務
の
流
れ
等
）
の
開
発
や
制
度
の

改
革
等
に
積
極
的
な
取
り
組
み
を
実
施
し
て
い
く
よ
う

努
力
し
て
い
か
ね
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
る
。

五
―
市
民
の
要
望

　
当
社
で
は
、
都
内
目
黒
通
り
の
シ
ス
テ
ム
導
入
に
あ

た
り
、
外
部
機
関
に
依
頼
し
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施

し
た
（
図
―
２
）
。
こ
れ
に
よ
る
と
バ
ス
の
定
時
性
に
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善
等
、
バ
ス
輸
送
目
的
と
し
て
基
本
的
か
つ
現
在
の
交

通
状
況
の
中
で
発
生
し
た
諸
問
題
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
っ

た
。

　
交
通
状
況
の
悪
化
で
、
バ
ス
の
定
時
性
は
な
く
な
り
、

バ
ス
の
採
算
性
が
低
下
し
、
料
金
値
上
げ
に
つ
な
が
る

と
い
う
悪
循
環
を
し
て
い
る
の
が
現
実
だ
が
、
利
用
者

の
要
望
に
対
し
て
、
多
少
で
も
改
善
で
き
る
な
ら
、
逆

に
利
用
者
が
バ
ス
に
も
ど
っ
て
く
れ
る
こ
と
を
示
唆
し

て
い
る
こ
と
で
も
あ
る
と
考
え
る
。

　
特
に
横
浜
地
区
に
限
定
す
れ
ば
、
団
地
住
民
や
学
校

の
バ
ス
に
対
す
る
要
望
に
十
分
耳
を
傾
け
、
路
線
新
設

や
増
便
、
深
夜
バ
ス
等
の
実
施
を
積
極
的
に
図
っ
て
ゆ

き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

六
―
バ
ス
事
業
へ
の
新
し
い
取
り
組
み

　
当
社
に
お
き
ま
し
て
は
、
利
用
者
の
ニ
ー
ズ
を
実
現

す
る
こ
と
に
よ
り
、
バ
ス
事
業
の
悪
循
環
を
断
ち
切
り

採
算
性
の
向
上
を
図
る
べ
く
種
々
の
新
し
い
試
み
を
実

施
し
て
い
る
。

①
―
デ
マ
ン
ド
バ
ス
東
急
コ
ー
チ

　
現
在
、
東
京
地
区
一
路
線
、
神
奈
川
地
区
二
路
線
の

計
三
路
線
で
デ
マ
ン
ド
バ
ス
・
東
急
コ
ー
チ
を
運
行
し

て
い
る
（
図
―
３
）
。
こ
の
東
急
コ
ー
チ
は
、
バ
ス
に
夕

ク
シ
ー
の
利
便
性
を
加
味

し
た
も
の
で
、
通
常
の
運

行
す
る
基
本
ル
ー
ト
の
ほ

か
に
、
迂
回
（
デ
マ
ン
ド

・
以
下
こ
う
呼
ぶ
）
ル
ー

ト
を
設
定
し
、
利
用
者

の
あ
る
時
だ
け
、
こ
の
デ

マ
ン
ド
ル
ー
ト
を
運
行
す

る
も
の
で
、
利
用
者
の
呼

び
出
し
を
受
け
る
コ
ー
ル

ボ
ッ
ク
ス
を
設
置
し
て
い

る
。
車
両
は
デ
ラ
ッ
ク
ス

中
型
バ
ス
を
使
用
し
、
車

内
に
は
行
先
表
示
が
出
る

よ
う
に
な
っ
て
お
り
、
運

賃
は
通
常
の
路
線
バ
ス
よ
り
四
〇
円
高
い
も
の
を
設
定

し
て
い
る
。

　
横
浜
地
区
に
お
い
て
は
、
青
葉
台
線
（
青
葉
台
駅
～

藤
が
丘
駅
間
）
を
昭
和
五
十
六
年
九
月
か
ら
営
業
開
始

し
、
良
好
な
成
績
を
上
げ
て
お
り
、
現
在
も
利
用
人
員

は
増
加
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
昭
和
六
十
年
十
二
月
か
ら
自
由
が
丘
線
（
自

由
が
丘
駅
～
駒
沢
間
）
に
お
い
て
は
、
新
た
に
自
宅
電

話
で
呼
び
出
せ
る
コ
ー
ル
シ
ス
テ
ム
や
、
三
路
線
で
カ

ー
ド
式
回
数
券
シ
ス
テ
ム
（
写
真
―
１
）
等
も
導
入
さ

れ
、
利
用
者
の
好
評
を
え
て
い
る
。

図―2　目黒通りのバス交通の改善点

図―3　デマンドバスルート(横浜市緑区)
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こ
れ
ら
の
シ
ス
テ
ム
は
、
利
用
者
の
利
便
性
、
快
適

性
を
満
た
す
も
の
と
し
て
、
今
後
も
積
極
的
に
拡
充
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。
　
　
　

②
―
東
急
バ
ス
新
交
通
シ
ス
テ
ム

　
こ
の
シ
ス
テ
ム
は
、
都
市
交
通
の
か
か
え
る
諸
問
題

の
中
で
、
い
か
に
し
て
利
用
者
の
要
望
に
応
え
る
か
と

い
う
こ
と
で
ぃ
交
通
渋
滞
の
中
で
も
団
子
運
転
を
防
止

し
、
等
間
隔
運
行
を
確
保
す
る
こ
と
、
ま
た
、
利
用
者

に
バ
ス
の
到
着
、
発
車
予
定
時
刻
を
案
内
す
る
こ
と
で
、

あ
て
に
な
ら
な
い
バ
ス
か
ら
の
脱
却
を
め
ざ
し
た
も
の

で
あ
る
（
図
―
４
）
。

　
各
主
要
ポ
ー
ル
に
は
、
先
発
、
次
発
と
二
台
分
の
予

定
時
刻
を
路
線
別
に
案
内
表
示
し
、
目
黒
駅
タ
ー
ミ
ナ

ル
に
は
総
合
案
内
板
に
よ
り
、
す
べ
て
の
系
統
の
発
車

時
刻
が
表
示
さ
れ
る
た
め
、
利
用
者
は
目
的
地
ま
で
一

番
早
く
行
け
る
バ
ス
の
選
択
が
可
能
と
な
っ
た
わ
け
で

あ
る
。

　
あ
わ
せ
て
、
車
両
の
グ
レ
ー
ド
ア
ッ
プ
、
停
留
所
シ

ェ
ル
タ
ー
の
設
置
等
も
同
時
に
図
り
、
こ
の
結
果
表
―

４
に
示
す
よ
う
に
、
都
内
に
お
け
る
主
た
る
通
り
が
平

均
四
・
八
％
利
用
人
員
が
減
少
し
て
い
る
中
で
、
シ
ス

テ
ム
導
入
の
目
黒
通
り
に
つ
い
て
は
四
・
八
％
の
増
加

と
な
っ
て
い
る
の
で
、
実
質
約
一
〇
％
の
利
用
者
増
加

が
あ
っ
た
こ
と
と
な
る
。

　
こ
の
こ
と
は
、
シ
ス
テ
ム
の
導
入
に
際
し
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
に
基
づ
い
た
対
策
を
実
施
し
た
結
果
で
あ
り
、

都
心
部
に
お
け
る
今
後
の
バ
ス
事
業
を
考
え
る
う
え

で
、
大
い
な
る
指
標
と
考
え
て
い
る
。

　
ま
た
、
こ
の
シ
ス
テ
ム
で
は
営
業
所
に
お
け
る
後
方

事
務
処
理
も
シ
ス
テ
ム
化
し
、
ト
ー
タ
ル
な
バ
ス
事
業

の
省
力
化
に
も
取
り
組
ん
で
い
る
。
本
シ
ス
テ
ム
は
昭

和
六
十
一
年
三
月
二
十
五
日
よ
り
本
格
稼
動
に
入
り
、

現
在
経
過
実
績
を
追
跡
中
で
あ
る
。

③
―
バ
ス
共
通
回
数
券
制
度
の
実
施

　
昭
和
六
十
一
年
四
月
よ
り
横
浜
地
区
で
、
一
局
七
社

の
（
均
一
区
間
）
ど
の
バ
ス
で
も
乗
れ
る
回
数
券
制
度

を
実
施
し
た
。

写真―1　カード式回数券

表―4　東京都内通り別収入・輸送人員比較表
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図―4　東急バス新交通システム

システムの特長　　　　　　　　　　

・ターミナルおよび主要停留所での時刻表示による

　発車（到着）予定時分の表示をします。

・バスの運行実績によりターミナルを起終点とする

　等間隔発車指示をします。

・営業所のＣＴＲ画面による各路線運行状況表示。

　到着予測時分表示および自動ダイヤ編成をしま

　す。（本社でも運行状況をモニタリングできま

　す。）

・コンピュータにてオンラインでターミナルのバス

　に運行ダイヤ情報が転送され車載表示器に１スト

57

ローク時分の運行時間表が表示され、同時に方向

幕も連動し行先を表示します。

・基本ダイヤ情報の受信、運行実績の転送、交番情

　報（勤務情報）の受信処理はオンライン処理にて

　迅速に処理いたします。

・交番表（勤務表）を自動的に作成します。

・車庫内における車両のロケーションを自動的に割

付けます。

・運行実績により乗務員の手当、勤怠に関する処理

　および車両の実績把握などに必要な資料を作成し

　ます。
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④
―
路
線
バ
ス
に
ロ
マ
ン
ス
カ
ー
を
採
用

　
都
市
型
の
路
線
バ
ス
は
、
ラ
ッ
シ
ュ
時
を
基
準
と
し

て
設
計
す
る
た
め
に
座
席
数
が
少
な
く
な
っ
て
お
り
、

運
行
距
離
も
短
い
た
め
、
座
席
の
重
要
性
を
余
り
考
慮

し
な
か
っ
た
傾
向
が
あ
っ
た
。
し
か
し
、
一
つ
の
テ
ス

ト
ケ
ー
ス
と
し
て
快
適
性
を
追
及
し
、
現
在
の
交
通
事

情
と
の
合
意
点
を
見
い
出
そ
う
と
導
入
し
た
も
の
で
あ

る
。

　
ま
た
、
昼
間
時
に
お
け
る
遊
休
車
の
有
効
活
用
の
た

め
、
多
目
的
に
使
用
で
き
る
構
造
に
し
て
お
り
、
利
用

者
の
反
応
に
注
目
し
て
い
る
。

⑤
―
深
夜
バ
ス
の
運
行

　
近
郊
都
市
に
お
け
る
夜
間
の
交
通
手
段
確
保
に
対
す

る
要
望
に
応
え
た
も
の
で
、
現
在
は
八
路
線
で
運
行
し

て
い
る
。

　
横
浜
地
区
に
お
い
て
は
、
青
葉
台
駅
、
あ
ざ
み
野
駅
、

た
ま
プ
ラ
ー
ザ
駅
、
綱
島
駅
、
日
吉
駅
を
起
点
と
す
る

路
線
で
運
行
し
て
い
る
。

　
近
郊
都
市
に
お
い
て
は
団
地
、
住
宅
地
の
開
発
に
よ

り
、
深
夜
バ
ス
の
需
要
は
今
後
も
高
ま
る
も
の
と
思
わ

れ
る
の
で
、
事
業
者
と
し
て
も
公
共
性
と
い
う
立
場
か

ら
足
の
確
保
と
し
て
進
め
る
必
要
が
あ
る
。
反
面
、
バ

ス
乗
務
員
の
深
夜
労
働
に
対
す
る
加
重
等
、
問
題
も
あ

る
が
、
都
市
構
造
が
拡
大
し
時
代
の
進
展
に
伴
い
、
夜

間
稼
動
時
間
も
拡
大
し
て
い
る
中
で
、
時
代
に
即
し
た

対
応
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
る
。

　
以
上
、
バ
ス
事
業
の
復
権
を
か
け
て
種
々
の
試
み
や

対
応
を
実
施
し
、
今
後
の
バ
ス
事
業
の
あ
り
方
を
模
索

し
て
い
る
が
、
都
市
交
通
に
対
し
て
の
環
境
改
善
は
事

業
者
の
み
で
は
不
可
能
で
あ
り
、
関
係
官
庁
に
対
し
特

段
の
理
解
と
協
力
を
仰
ぐ
べ
く
努
力
し
て
い
る
次
第
で

あ
る
。

七
―
運
賃
制
度
へ
の
提
言

　
バ
ス
の
運
賃
は
事
業
の
採
算
性
に
よ
っ
て
、
あ
る
周

期
の
値
上
げ
パ
タ
ー
ン
を
く
り
か
え
し
て
い
る
（
い
わ

ゆ
る
二
年
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
）
。
し
か
し
、
運
賃
に
対

す
る
割
高
感
が
利
用
者
減
少
に
つ
な
が
る
た
め
、
こ
の

ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
も
不
規
則
に
な
り
つ
つ
あ
る
。
こ
れ

は
交
通
環
境
の
悪
化
に
よ
る
経
営
の
悪
化
が
主
原
因
で

あ
る
が
、
現
在
の
バ
ス
運
賃
が
適
正
か
ど
う
か
は
議
論

の
別
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
横
浜
市
内
の
バ
ス
運
賃
は
一
六
〇
円
均
一
料
金
制
度

を
取
っ
て
い
る
。
都
市
型
の
バ
ス
と
し
て
均
一
料
金
が
、

乗
車
、
精
算
等
に
効
率
的
で
あ
る
こ
と
は
事
実
で
あ
る

が
、
利
用
者
（
特
に
短
距
離
）
に
と
っ
て
の
割
高
感
は
大

変
大
き
な
も
の
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
例
え
ば
、
タ

ク
シ
ー
料
金
は
初
乗
り
四
七
〇
円
で
あ
る
が
、
四
人
乗

車
す
る
と
一
人
当
た
り
約
一
二
〇
円
と
な
り
、
バ
ス
料

金
よ
り
も
四
〇
円
安
く
な
る
こ
と
に
な
る
。
こ
こ
で
利

用
者
は
タ
ク
シ
ー
を
選
択
す
る
要
素
が
強
く
な
る
わ
け

で
あ
る
。

　
方
法
論
に
つ
い
て
は
、
困
難
な
面
が
あ
ろ
う
か
と
思

う
が
、
指
定
割
引
回
数
券
（
区
間
を
限
定
）
や
、
昼
間

に
お
け
る
割
引
料
金
設
定
、
ま
た
は
区
間
料
金
に
合
わ

せ
た
運
行
を
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
利
用
者
に
対
し
て

公
平
な
運
賃
、
そ
し
て
安
い
運
賃
を
提
供
す
る
こ
と
が

で
き
、
そ
れ
に
よ
っ
て
利
用
者
を
増
や
す
施
策
も
一
つ

の
方
法
と
し
て
考
え
ら
れ
る
。

　
そ
の
た
め
に
も
法
規
等
、
柔
軟
な
対
応
の
で
き
る
状

況
に
し
て
い
た
だ
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
て
い

る
。

八
―
こ
れ
か
ら
の
バ
ス
需
要

　
近
い
将
来
、
老
齢
化
社
会
が
到
来
す
る
と
い
う
こ
と

は
、
バ
ス
の
特
性
が
活
か
さ
れ
る
時
期
が
到
来
す
る
こ

と
で
あ
る
と
も
い
え
る
。
バ
ス
は
平
面
交
通
で
あ
る
た

め
、
鉄
道
の
よ
う
な
階
段
昇
降
を
し
な
く
て
よ
い
と
い

う
利
便
性
が
大
き
い
。

　
ま
た
、
都
市
に
お
い
て
は
、
地
下
鉄
等
の
建
設
費
が

　
横
浜
地
区
は
路
線
が
各
社
と
も
錯
綜
し
て
い
る
た

め
、
利
用
者
の
利
便
性
は
向
上
し
大
変
好
評
を
え
て
い

る
。
こ
の
こ
と
は
今
後
の
乗
車
券
制
度
の
一
つ
の
参
考

と
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
て
い
る
。
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高
騰
し
、
建
設
後
の
収
支
に
大
き
な
問
題
が
残
る
た
め
、

バ
ス
で
カ
バ
ー
せ
ざ
る
を
え
な
く
な
る
と
予
測
さ
れ

る
。
さ
ら
に
今
後
ま
す
ま
す
生
活
程
度
が
向
上
す
る
こ

と
で
、
利
用
者
の
バ
ス
に
対
す
る
ニ
ー
ズ
も
高
級
指
向

と
な
り
、
バ
ス
の
快
適
性
の
追
及
も
さ
ら
に
厳
し
く
な

る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。

　
ま
た
、
老
齢
化
に
伴
っ
て
交
通
弱
者
の
た
め
、
バ
ス

の
特
性
を
活
か
し
時
代
の
ニ
ー
ズ
を
先
取
り
す
る
よ
う

な
バ
ス
事
業
を
展
開
し
て
い
く
こ
と
で
、
将
来
の
バ
ス

事
業
の
経
営
基
盤
を
確
立
す
る
こ
と
が
肝
要
で
あ
る
。

九
―
港
北
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
の
輸
送
対
策

　
横
浜
北
部
地
域
の
副
都
心
を
め
ざ
し
て
、
港
北
ニ
ュ

ー
タ
ウ
ン
の
建
設
は
着
々
と
進
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
の

地
域
は
当
社
横
浜
地
区
に
お
け
る
既
存
路
線
の
運
行
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
も
あ
り
、
近
代
的
な
町
へ
と
変
わ
り

つ
つ
あ
る
姿
を
見
る
に
つ
け
、
こ
の
地
区
の
輸
送
対
策

の
重
要
性
を
実
感
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
の
基
本
方
針
と
し
て
示
さ
れ
て
い
る

「
高
い
水
準
の
サ
ー
ビ
ス
が
得
ら
れ
る
町
づ
く
り
」
に
、

バ
ス
事
業
が
不
可
欠
で
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な

い
。

　
地
下
鉄
三
号
線
の
設
定
も
決
定
さ
れ
、
主
要
幹
線
道

路
も
次
々
と
完
成
さ
れ
つ
つ
あ
る
中
で
、
逐
次
、
人
口

の
定
着
化
も
進
行
し
て
い
る
が
、
地
下
鉄
三
号
線
の
完

成
ま
で
は
、
田
園
都
市
線
、
東
横
線
へ
の
輸
送
が
主
体

と
な
ら
ざ
る
を
え
な
い
で
あ
ろ
う
。

　
当
社
と
し
て
は
、
諸
施
設
等
の
完
成
に
よ
り
増
加
し

て
い
く
人
口
の
状
況
を
見
な
が
ら
、
既
存
路
線
の
充
実

　
（
運
行
回
数
増
）
や
新
設
路
線
の
設
定
、
新
営
業
所
の

開
設
等
を
関
係
機
関
と
十
分
協
議
し
な
が
ら
実
施
し
、

柔
軟
な
対
応
を
し
な
が
ら
、
地
域
住
民
の
足
と
し
て
の

役
割
を
果
た
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

一
〇
―
今
後
の
課
題

　
バ
ス
事
業
と
し
て
の
今
後
の
課
題
は
、
人
の
輸
送
と

い
う
本
来
の
目
的
を
達
し
な
が
ら
、
か
つ
収
支
の
面
で

バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
事
業
展
開
を
す
る
こ
と
に
集
約
さ

れ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。

　
新
し
い
取
り
組
み
を
完
成
さ
せ
な
が
ら
、
利
用
者
の

ニ
ー
ズ
に
合
っ
た
バ
ス
運
営
の
改
善
、
交
通
環
境
改
善

の
た
め
の
地
域
と
密
着
し
た
諸
運
動
の
展
開
、
バ
ス
乗

務
員
を
含
ん
だ
業
務
省
力
化
等
、
全
体
的
な
課
題
が
あ

る
。

　
ま
た
、
横
浜
地
区
に
限
定
し
て
言
え
ば
、
地
下
鉄
三

号
線
の
開
通
に
伴
う
現
行
路
線
の
再
編
成
や
、
港
北
ニ

ュ
ー
タ
ウ
ン
の
人
口
増
に
対
す
る
輸
送
対
策
が
大
き
な

課
題
と
し
て
あ
げ
ら
れ
る
。

　
横
浜
地
区
が
東
京
地
区
の
交
通
環
境
に
近
づ
く
の
も

そ
う
遠
く
な
い
将
来
で
あ
り
、
現
在
、
都
内
で
実
施
し

て
い
る
バ
ス
事
業
運
営
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
活
か
せ
る
部
分

が
必
ず
あ
る
と
信
じ
て
積
極
的
に
取
り
組
み
た
い
と
考

え
て
い
る
。

一
一
―
お
わ
り
に

　
以
上
、
種
々
の
問
題
に
つ
い
て
述
べ
て
き
た
が
、
単

に
民
営
バ
ス
の
立
場
か
ら
で
な
く
、
現
在
の
バ
ス
事
業

者
に
共
通
す
る
全
体
的
な
問
題
が
多
く
、
ま
た
、
横
浜

に
お
け
る
民
営
バ
ス
と
い
う
課
題
か
ら
も
少
々
離
れ
た

感
が
あ
り
、
具
体
性
に
欠
け
る
面
も
あ
っ
た
か
も
し
れ

な
い
が
、
現
在
の
バ
ス
事
業
が
時
代
の
流
れ
に
伴
っ
た

悪
環
境
の
中
で
悪
戦
苦
闘
し
、
生
き
残
る
た
め
暗
中
模

索
し
て
い
る
苦
悩
の
姿
を
雑
ぱ
く
に
の
べ
て
み
た
。

　
幸
い
に
横
浜
地
区
に
お
い
て
は
、
地
域
と
密
着
し
た

営
業
活
動
が
行
わ
れ
つ
つ
あ
り
、
地
元
の
交
通
モ
ニ
タ

ー
委
員
の
方
々
か
ら
も
貴
重
な
ご
意
見
等
が
寄
せ
ら
れ

て
い
る
。
今
後
と
も
、
地
域
社
会
に
愛
さ
れ
る
バ
ス
、

頼
り
に
さ
れ
る
バ
ス
と
し
て
、
一
バ
ス
事
業
者
と
し
て

の
使
命
を
果
た
す
べ
く
、
一
丸
と
な
っ
て
取
り
組
ん
で

い
き
た
い
と
、
強
く
意
を
決
し
て
い
る
次
第
で
あ
る
。

　
Λ
東
京
急
行
電
鉄
株
式
会
社
交
通
事
業
部
自
動
車
部

　
　
計
画
課
参
事
Ｖ
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